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「和食」は、その味わいやヘルシーさから今世界

的に注目されています。無形文化遺産への登録を

機に、更にブームが高まり、食材の輸出など農林

水産物の需要の拡大が期待されています。

ところが、肝心の日本国内は

｢和食｣の危機が迫っています。

和食の中心にあったお米の消費

量は、この５０年間で約半減し、

パンや麺食が増加しています。

また、外食は、平成１２年以

降横ばいですが、中食（調理

せずに食べられるものを買っ

てきて済ます）の割合が増え

続けています。

このままでは、日本人が単なる

料理ではなく、文化として育てあ

平成２５年１２月４日、ユネスコ（国連教育

科学文化機関）の政府委員会は、「和食；日本

人の伝統的な食文化」の無形文化遺産代表一覧

表への登録を決定しました。

和食を「自然の尊重」という日本人の精神

を体現した、食に関する社会的慣習とし 、

①新鮮で多様な食材とその持ち味の尊重

②栄養バランスに優れた健康的な食生活

③自然の美しさや季節の移ろいを表現した

盛りつけ

④正月行事などの年中行事との密接な関わり

などを特色に挙げて提案し、これが、代表一
覧の基準を満たしていると委員会で決議されま
した。

料理ではなく、文化として育てあ

げてきた｢和食｣にとって、大切な

要素を子ども達に伝えていくこと

ができるでしょうか？！

昔は暮らしの中で自然に引き継がれて

いたものが、生活環境の変化から、取

り残されそうになっています。便利さ

と引き換えに手放しそうになっている大切

なものをつなぎとめるのは、現代を生きる

私達の責務ではないでしょうか。

「食育｣の出番です。

みんなで学び合い継承していきましょう。

農林⽔産省は「和⾷」について解説した⼊⾨書を作成いたしました。
＜内容＞
・「和⾷」、それは⽇本が守るべき「⽂化」
・⾷材、料理、栄養、そしておもてなし ⾷事の場や⾷べ⽅も「和⾷」の⼤切な要素
・「和⾷」が⽇本⽂化である理由
・「和⾷」がたどった道
・「和⾷」の特徴
・⾷育の必要性
・「和⾷」の未来
農林⽔産省のHPからダウンロードできます。
http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/culture/index.html

※「食」がテーマの文化遺産としては、
これまで
「フランスの美食術」、
「地中海料理」（スペイン・

イタリア・ギリシャ・モロッコ）、
「メキシコの伝統料理」、
「ケシケキ（麦がゆ）の伝統」

（トルコ）
の４件が登録されています。


